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‥増‥
　
一
ど
剪
‐
‐
く

１０
月
２十
日

（日
）
、
湯
沢
十

央
公
園
周
辺
で
、
「第
２
回
こ

ら

っ
し

や

い
湯
沢
収
疫
際
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

も
ち

つ
き
大
会
、
こ
だ
わ

り
の

「食
」
ブ
ー
ス
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
、
イ

ベ
ン

ト
満
載
で
、
子

ど
も
か
ら
大

人
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
で
に

ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
み
な
さ
ん
の
家
で

も
ス
ト
ー
プ
や
こ
た

つ
の
準

備

な
ど
、
冬
支
度

が
本
格
的

に
な

っ
て
き
た
の
で
は
な

い

で
し
ょ
う
か
？

暖
房
器
具
が
欲
し
く
な
る

の
は
、
一
般
的

に
朝

の
最
低

気
温
が
８
℃

に
下
が
る
こ
ろ

か
ら
と
い
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
ま
す
ま
す
寒

く
な

っ
て
き
ま
す
。
体
調

に

は
十
分
気
を

つ
け
て
ま
し
ょ

う
ね
。

・湯沢町長選挙 S S,金 Q e。 。ゆ◇っ分2

・町の情報は公開請求すると見ることができまする 0 幸 3
。今年はこんなことをします 。證0゛ $4～ 5
。生ごみ処理機器の購入費助成 網奉岳§§6

・保育園入園手続きはお済みですか ?粂 套7

・ SIDS(乳幼児突然死症候群)。 ど◆る08
0お しらせ 備轟予軍なe◆ ◆◆§◆◆●9～ 12
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湯
沢
一町
兵
逹
．拳

相
月
肝
古

柁
月
２
Ｈ

書
・示
投
一諸

投
票
時
間

一
部
繰
り
上
げ

投
票
日
当
日
は
、
町
内

Ｈ

ヵ
所

の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
時
間
は
、
午
前

７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
で
す
。

一
部
の
投
票
所
で
午
前
７
時
か

ら
午
後
７
時
ま
で
と
―
時
間
繰
り

上
が
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
は

Ｈ
月
２７
日
か
ら

当
日
や
む
を
得
な

い
用
務

の
た

め
、
投
票
所

へ
行

っ
て
投
票
で

き
な

い
方

は
、
不
在
者

投
票

を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
指
定
病
院

（施
設
）

に
入
院

（所
）
し
て
い
る
場
合
、
長

期
間
違
隔
地
に
滞
在
し
て
い
る
場

合
な
ど
、
投
票
所

へ
行
け
な

い
理

由
に
よ

っ
て
不
在
者
投
票

の
手
続

き
や
方
法
が
異
な
り
ま
す

の
で
、

お
早

め
に
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お

聞

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会

阻
８０

．
６
２
０
９

（臨
時
）

鵬
８０

．
６
２
１
０

（臨
時
）

任
期
満
了
に
伴
う
湯
沢
町
長
選

挙
は
、
日
月
２７
日

（火
）
に
告
示
さ

れ
、
５
日
後

の
１２
月
２
日

（日
）
に

投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

こ
の
選
挙
に
備
え
て
選
挙
人
名
簿

の
登
録
事
務
を
行

っ
て

い
ま
す
。

現
在
ま
で
の
状
誂
か
ら
推
定
し
て
、

有
権
者
数
は
、
７
，
１
０
０
夫
前
後

に
な
る
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。

選
挙
夫
宅
簿

の
登
録
は
日
月
２６

日

（月
）
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
名
簿

の
登
録

に
は
、
次
の
条
件
が
姓
妥

に
な
り
ま
す
。

○
満
２０
歳
以
上

（昭
和
５６
年
十２
月

３
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
）
の

日
本
国
民

０
３
ヶ
月
以
上
湯
沢
町
の
住
民
基

本
台
帳

に
登
録
し
て
あ
る
方
。

（平
成
１３
年
８
月
２６
日
以
前
か
ら

湯
沢
町
に
住
所
の
あ
る
方
）

投
票
所
入
場
券
は

１‐
月
２７
日
に
発
送

投
票
所

入
場
券

は
Ｈ
月

２７
日

（火
）
に
郵
便
で
発
迷
す
る
予
定
で

す
。
入
場
券
が
届
き
ま
し
た
ら
、
十

身
を
確
誕
し
て
く
だ
さ

い
。

四

日

■

１１
月
２７
日

（火
）

～
‐２
月
１
日

（土
）

□

日

■

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
８
時

場

Ｍ

■

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会

（湯
沢
町
役
場

３
階
　
第
１
会
議
室
）

※
入
場
券
を
持

っ
て
お
い
で
く

だ
さ
い
。

（入
場
券
が
な
く

と
も
投
票
は
で
き
ま
す
。
）

※ 渦沢町公民館法員分館

神立中央会館 (栄町)

立
候
補
事
務
説
明
会

を

開
催

し
ま
す

候
補

■
月
１６
日‐
（金
）

午
前
１０
時
～

【会
場
】

湯
沢
町
役
場
　
大
会
議
室

投票所一覧
投票区 投票所

第 1投票区

第 2投票区 ※ 二居集会所

第 3投票区 三俣小学校

第 4投票区 芝原生活改善センター

第 5投票区 神立保育所

第 6投票区

第 7投票区 土樽小学校

第 8投票区 滝之又会館

第 9投票区 土樽集落開発センター

第 10投票区 湯沢町公民館

第 11投票区 湯沢小学校

午前 7時開所 。年後 8時閉鎖
(※第 1・ 2投票区は年後 7時閉鎖)
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平
成
１２
年
４
月
十
日
か
ら
施
行

さ
れ
て
い
る
情
報
公
開
条
例
。
も

う

一
度
、
そ
の
仕
組
み
に
つ
い
て

ご
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

公
開
８
用
憑
幅
剤

町
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理

委
員
会
、
監
査
委
員
、
皮
業
委
員
会
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
及
び

議
会

今
ヽ
れ
ら
を
以
下

「実
施
機

関
」
と
い
い
ま
す
。
）
が
保
有
す
る

文
書
、
帳
票
、
図
画
、
写
真

９

イ

タ

ロ
フ
イ
ル
ム
を
含
む
）
及
び
電

磁
的
記
録
で
、
処
理
手
続
き
を
終

了
し
た
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
個
人

に
関
す
る
情
報

に

つ
い
て
は
、
十

分
に
保
護
さ
れ
る
よ
う
最
大
限
の

配
慮
が
さ
れ
ま
す
。

公
開
で
と
な
静
情
報

①
個
人
に
関
す
る
情
報
で
、
個
人

が
識
別
さ
れ
得
る
も
の

②
法
人
等
ま
た
は
事
業
を
せ
む
個

人
に
関
す
る
情
報
で
、
そ
の
事

業
モ
勤
に
明
ら
か
に
不
利
益
を

与
え
る
と
誕
め
ら
れ
る
も
の

③
町
政
執
行
に
関
す
る
情
報
で
、

審
議
、
調
査
、
検
討
そ
の
他
意
思

決
定
課
程
に
お
け
る
未
成
熟
な

も
の
及
び
公
開
に
よ
り
事
務
事

業
の
公
正

・
円
滑
な
執
行
が
者

し
く
妨
げ
ら
れ
る
恐
れ
の
あ
る

も

の

④
公
開
に
よ
り
国
等
と
の
協
力
関

係
や
信
頼
関
係
を
損
な
う
過
れ

の
あ
る
情
報

⑤
公
開
に
よ
り
生
命
、
身
体
、
財
産

の
保
護
や
犯
罪
の
予
防
な
ど
公

共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
支

障
が
生
ず
る
恐
れ
の
あ
る
情
報

⑥
統
計
情
報
な
ど
法
今
等
で
非
公

開
と
さ
れ
て
い
る
情
報

情
報
の
公
開
を
請
球
で
き
る
人

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者

②
町
内
に
勤
務
す
る
者
ま
た
は
町

内
の
学
校
に
在
学
す
る
者

③
町
内

に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
個
人
、
法
人
及
び
そ

の
他

の
団
体

④
町
の
行
政
に
利
害
関
係
を
有
す

る
者
こ
の
ほ
か
の
人
か
ら
情
報
の
公

表

の
申

し
出
が
あ

っ
た
場
合
も
、

痣
じ
る
よ
う
努

め
ま
す
。
た
だ
し
、

請
求
者
は
、
得
た
情
報
を
通
工
に

用

い
、
第

二
者

の
権
利
を
侵
害
す

る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

公
開
請
求
の
手
続
き

例
え
ば
〔
害
手
を
が
情
熱
の
公

開
請
求
を
す
る
と
き
は
（
ま
ず
知

り
た
い
情
報
を
整
理
し
て
か
ら
窓

口
で
あ
る
役
場
の
総
務
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
田

総
務
課
に
‐公
文
書
の
日
録
を
用

意
し
ま
す
の
で
、
知
ヶ
た
い
情
報

の
或

っ
て
い
る
文
書
を
調
べ
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
知

り
た

い
情
報
セ
選
び
、
公
開
請
求

書
を
書
き
ま
す
。田

総
務
課
で
は
、
そ
の
請
求
内
容

に
よ
リ
ュ
管
課
等
に
連
絡
し
ま
す
。

そ
し
て
、
工ヽ
管
課
等
で
請
求
書
を

受
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■

主
管
課
等
は
、
公
開
に
支
障
が

な

い
か
な
ど
関
係
者
と
協
議
し
、

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

も
し
、
非
公
開
と
い
う
決
定
が

な
さ
れ
た
場
合
、
納
終

い
か
な
け

れ
ば
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不

服
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

田

不
服
申
立
て
が
■
さ
れ
た
場
合
、

実
施
機
関
は
、
「湯
沢
町
情
報
公
開

審
査
会
」

（以
下

「審
査
一会
」
と
い

い
ま
す
。
）
・１こ
諮
聞
ｔ
ｒ
す
。

■

審
査
会
は
、
議
会
の
同
意
を
得

て
町
長
が
委
嘱
す
る
５
人
ま
で
の

委
員
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
請
求

者
か
ら
不
服
申
立
て
の
理
由
書
、

行
政
側
か
ら
非
公
開
の
理
由
書
を

求
め
、
審
査
の
上
、
答
申
を
行

い
ま

す
。
実
施
機
関
は
、
答
申
を
受
け
て

不
服
申
立
で
に
対
す
る
決
定
を
行

い
ま
す
。

情
報
公
開
制
度
は
、
み
な
さ
ん

の
行
政
参
加
を
保
障
す
る
制
度
と

し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
公
開

さ
れ
た
情
報
を
皆
さ
ん
の
暮
ら
し

や
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【聞

い
合
わ
せ
】

総
務
課
庶
務
係

砒
８４

・
３
４
５
１

町
の
崎
靱
は
参
閉
講
戒
す
る
と

見
る
這
と
が
鷲
竜
遺
サ

情報公開の実施状況について

湯沢町情報公開条例 (平成 11年条例第 29号 )

に基づく、情報公開の実施状況は次のとおりです。

1.情報公開の公開請求等と公開決定の状況

(平成 13年 10月 31日 現在)

請求

区分

受付

件数

処 理 状 況

公開
公開

部分
非公開
在等

不存
計

公開

請求
3(2) 1 2(2) 3 (2)

公開

申出

計 3(2) 1 2 (2) 3(2)

※ ( )内は平成 43年度の作数

(3)
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「役
場
」
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に

役
場
の
各
課
か
ら
今
年
度
の
主
要
事
業
に
つ
い
て

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

総
　
爾
　
潔

砒
Ｙ
３
４
５
１

町
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

新
規
に
開
設

庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備

以
前
の
広
報
紙
上
で
お
知
ら
せ

し
た
よ
う
に
、
町
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
新
規
に
開
設
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

「町
の
概
要
」

「行
政
情
報
」

「商
工
観
光
情
報
」

「行
事
予
定
」

な
ど
を
見
ら
れ
る
ほ
か
に
、
町

へ
の
相
談

・
聞

い
合
わ
せ
や
ご
意

見
を
お
寄
せ

い
た
だ

い
た
り
、
意

見
交
換
の
場
も
設
け
て
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
み
な
さ
ん
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

す
計
計
０
中
＼
＼
〓
〓
〓
・
計
ｏ
こ
コ
・
＜
Ｃ
Ｎ
Ｄ
〓
耐
・
コ

一
一∞
ω
計
ω
・
」
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

可
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新

規
開
設
す
る
と
と
も
に
、
役
場
庁

谷
内
、
咎
公
共
施
設

（学
校
、
保
育

所
、
公
民
館
な
ど
）
に
パ
ソ
コ
ン
を

設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
パ
ソ

コ
ン
セ
接
続
し
て
、
不ヽ
ツ
ト
ワ
ー

ク
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
事
務

の
効
率
化
や
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

交
換
す
る
こ
と
が
容
易

に
な
り
ま

す
。
整

備

さ

れ
た
機

器

が
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
が
る
よ

う
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
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湯沢中学校

三国小学校

三俣小学校

神立小学校

土樽小学校

湯沢小学校

湯沢町役場

デ
r

住民サービス
・広報、イベント情報提供
。電子メールによる行政相談
。講座、スポーツ情報提供
。公共施設の利用申し込み
。イベント等参加申し込み

・住民とのコミニュニケーション

など

家庭の   ,
インターネット端末

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の

は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
ダ
ー
に
よ

っ
て
、

地
図
内
容
を
解
析
す
る
シ
ス
テ
ム

の
こ
と
で
す
。

役
場
で
管
理
し
て
い
る
地
図
に

は
、
道
路
舎
帳
図
、
都
市
計
画
図
、

上
下
水
道
管
網
図
な
ど

い
ろ

い
ろ

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
図
を

コ

ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
管
理
す
る
こ
と

で
、
史
新

コ
ス
ト
を
削
減
し
た
り
、

童
ね
合
わ
せ
て
活
用
す
る
こ
と
で

姓
要
な
情
報
を
効
率
よ
く
取
り
出

せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
ヽ
れ
ら
の
情

報
を
活
用
し
て
防
災
や
福
社
の
面

で
の
活
用
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
町

で
は
、
こ
の
地
理
情
報

シ
ス
テ
ム

を
今
年
度
か
ら
段
階
的
に
導
入
を

始
め
ま
す
。

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
オ
ー
プ

ン
し
て
間
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町

民
の
み
な
さ
ん
か
ら

一
度
ご
覧
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、
↓
）意
見
与
学要

望
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

＼
、
′

|

浅貝保育所

神立保育所

土樽保育所

中央保育所

湯沢保育所

公民館

国保診療所
ロープウェー事業所

カルチャーセンター

介護支援センター

歴史民俗資料館

|

インターネット

(5)



レ

生
ご
み
昴
蓮
姦
葬
あ
席
え
露
珈
声

救
急

ミ

ニ
知
識

〈
１３
〉

～
郡
及
に
つ
い
て
～

湯
沢
町
衛
生
組
合
で
は
、
各
家
庭

か
ら
発
生
す
る
生
ご
み
の
減
量
化

と
リ
サ
イ
ク
ル
を
さ
ら
に
推
進
す

る
た
め
、
「電
動
式
生
ご
み
処
理
機

器
購
入
費
助
成
制
度
」
を
設
け
て
い

ま
す
。
こ
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

ご
み
の
減
量
化
に

一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【助
成
対
象
者
】

湯
沢
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
電

気
式
生
ご
み
処
理
機
器
を
購
入

す
る
方
で
、
生
じ
た
堆
肥
又
は
減

量
物
を
自
分
で
処
理
で
き
る
方

【対
象
機
器
】

■
有
効
容
量
が
１
リ
ッ
ト
ル
以
上

の
も
の
。

■
生
ご
み
を
微
生
物
に
よ
る
分
解

又
は
乾
燥
に
よ
る
堆
肥
化
の
方

法
で
、
減
量
化
す
る
装
置
で
あ
る

こ

と
。

■
有
機
物
の
流
出
や
著
し
い
異
臭

の
発
生
な
ど
、
設
置
場
所
の
周
辺

環
境

へ
悪
影
響
を
与
え
な
い
構

造
の
装
置
で
あ
る
こ
と
。

・
概
ね
５
年
以
上
の
耐
久
性
を
有

す
る
も
の

【助
成
金
額
】

購
入
費

（消
費
税
含
む
）
の
２
分

の
１

（５
万
円
限
度
）
。

１
世
帯
に
つ
き
２
台
ま
で
ｃ

【申
請

・
問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
衛
生
組
合
事
務
局

（住
民
課
環
境
公
害
係
）

砒
８４

・
３
４
５
３

※
必
ず
、
購
入
前
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

熱
傷
は
、
簡
℃

以
上
の
熱
が
体

に
接
触
す
る
こ
と
に
よ
り，
、
タ
ン

パ
ク
質
が
熱
凝
固
し
た
も
の
で
す
。

低
温
熱
傷
と
い
う
の
も
あ
り
、

こ
れ
は
長
時
間
も
℃

以
上
の
熱
源

に
触
れ
て
い
る
場
合
に
起
こ
り
ま

す
。
熱
傷
は
、
で
き
た
傷
の
深
さ
、

面
積
で
重
症
度
が
決
ま
り
ま
す
。

傷
が
深
い
、
面
積
が
広
い
ほ
ど
重

症
で
す
。

こ
の
時
期
は
暖
房
を
使
い
始
め

で
慣
れ
な
い
た
め
、
火
災
や
熱
傷

を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
十

分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

熱
傷
の
応
急
手
当

◆
水
道
水
な
ど
で
熱
傷
部
分
を
疼

痛

（痛
み
）
が
軽
減
す
る
ま
で
冷

却
す
る
。
（最
低

で
も

２０
分
以

上
）

◆
傷
の
と
こ
ろ
に
泥
な
ど
の
異
物

が
あ
る
と
き
は
水
で
洗
い
流
す
。

◆
衣
類
に
覆
わ
れ
た
部
分
は
衣
類

を
除
去
し
な
い
で
上
か
ら
水
を

か
け
る
。

魚
沼
消
防
署
湯
沢
分
署
で
は
、

応
急
手
当
の
普
及
の
た
め
に
今
年

２
回
目
の
普
通
救
命
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
も
し
も
身
近
な
人
が

急
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
に
、

ど
の
よ
う
な
対
処
を
し
た
ら
よ
い

か
を
学
ぶ
講
習
会
で
す
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
受
講
者
に
は
修
了
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】

・２
月
５
日

（水
）

年
後
１
時
罰
分
～
４
時
罰
分

【会
場
】

魚
沼
消
防
署
湯
沢
分
署

【申
込

。
問
い
合
わ
せ
】

魚
沼
消
防
署

湯
沢
分
署
救
急
担
当

伍
Ｍ

・
３
３
７
７

広報ゆざわ H13.11.11 (6)



●保育園入園手続きはお清みですか?●
平成 14年度の保育園入園児童募集は、11月 15日 (木)までです。

現在入所している児童が平成 14年度の入園承諾を受

けている場合でも、各保育園から配布される継続入園確

認書の提出が必要ですので、ご注意ください。

【申込書請求・受付場所】

各保育所及び福祉保健課保育係 (TEと 84-4560)
【事情調査等】

3歳未満児及び新入児については、各保育園で面談を行

います。なお、申込内容に不明な点がある場合には、電

話等で事情をお伺いすることがあります。

【入園決定】

平成 13年 2月上匂頃に通知します。

※ 3歳未満児については、緊急を要すると認められるも

の以外は年度途中での入園はできません。

籐爾露逮逮 鰺静序鶴磯露

保育園名 所在地 定員 電話番号

常設

神立保育園 平沢 60 84-3616

土樽保育園 萩原 120 87-3257

中央保育園 石 白 120 84-2071

湯沢保育園 楽町 60 84-2502

僻地 浅貝保育園 浅貝 30 89-‐ 2110

)【11■ヨ貝目…常設保育園

働 くお父さん、お母さんのために、平日朝 8時から夕方 6時 までの廷長保育を行っています。

呻 …常設保育園

生後 10ヵ 月からお預かりします。通所区にこだわらず、ご希望の方はどうぞ。

怪獲暫已商計・・全保育園
軽・十度の障害のある子さんも、ともに生活することで、互いに成長し合うことができます。

困皿旦聾盟蔓副商」
。中土樽保育園・中央保育園

冬、自営業などで忙しい方のために土曜日の午後も5時 まで保育します。

鰤 …子育て支援センター・浅貝保育園

冠始葬祭や家族の病気・事故など、または保護者の就労の都合等で一時的に保有が強要になったときにご希フに

お應えしています。

O子育て広場 (全保育園)
〇世代聞交流 (全保育園)

O育兄相談、有兄講座、子育てに関する情報提供 (子育て支援センダー) /
)

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●● 0● ●●●●●●●●●● 0● ●●●●●●●●●●● 0●●●●●●●●●● 0● ●●0● 0● ●● 0● ●●.

翻
育
切
調
塵
の
ψ
勇
詢

畷

．
長
年
、
少
年
非
行
に
携
わ

っ
て
き
た
講
師
か

ら
、
事
例
を
も
と
に
そ
の
背
景

・
要
因

・
親
の

役
割

・
幼
児
期
の
育
て
方
に
つ
い
て
の
お
話
し

を
聴
い
た
り
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

【
日
時
】

１１
月
１５
日

（木
）

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

【会
場
】

湯
沢
町
公
民
館

【講
師
】

堀
尾
　
江
美

氏

（長
岡
警
察
署
）

甲

込
】

各
保
育
所
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

湯
沢
町
公
民
館
で
受
付
て
い
ま
す
。

【間
い
合
わ
せ
】

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（中
央
保
育
所

内
）

砒
８４

・
２
０
７
１

A

０

●

０

●

●

●

●

０

●

０

●

●

０

●

●

●

●

●

０

●

●

●

０
●
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′」ヽきな開の春、ごうしため輩れるの?

生後 1年にも満たない赤ちゃんを突然襲う、「SIDS(ンズ)=乳幼児突然死症候群」υ
それまで元気だった赤ちゃんが、何の前幽れもなく、日民つている間に突然死亡してしまう病気です。

赤ちゃんの命をSIDSか ら守るために、私たちができることとは…。

lII【】日E】EIEヨE]1日) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.
SIDSは Sudden infant Death Synd「 ome〈乳   SIDSの 犠牲者のほとんどは 1歳未満の赤ちゃん
幼児突然死症候群〉の略。事故や窒息ではなく、赤ち  で、特に、生後 1か月～ 4か月の赤ちゃんが最も多く
ゃんが眠つているF日]に突然亡くなってしまう病気です。 なっています。
日本では、年間500～600人の赤ちゃんがSIDS  SIDSの 原因|よ解剖や死亡状況の調査ではいまだ
で亡くなつており、赤ちゃんの死亡原因の第 2位とな  解明できていません。しかし、これまでの調査研究な
つてしヽます。これ|よ、日本で生まれてきた赤ちゃんの  どから、次に挙げるようなポイントで赤ちゃんの育児
2000人 に一人の割合です。欧米の先進国でも、SI  環境に気をつければ、SIDSの リスクを減らせるこ
DSは赤ちゃんの死亡原因のトップとなってしヽます。  とが分かっています。

「うつ心ヽせ寝」|よ、「あおむけ
寝」に比べて、SIDSの 発生
率が 3倍も高くなってしヽます。
医学上の理由で「うつ心ヽせ寝」
を勧められているとき以外は、
赤ちゃんの顔が見える「あおむ
け寝」にしましょう。

ス
ヤ

よく眠つているからといって、
長時間赤ちゃんを一人にしない
ようにしましょう。できるだけ、
だれかが赤ちゃんと一緒にいる
ようにしましょう。

駐亀賜毬の

盈磯堆毛織らず

至つ期顔餓髯砲ノプい
《《

両親とも喫煙してしヽる場合、
喫煙してしヽない場合に比べて
4 7倍もSIDSの 危険が高
くなつてしヽます。妊娠中はもち
ろん、出産後も赤ちゃんの周囲
での喫煙はやめましょう。

人工乳ほ育の場合、母乳ほ育
に比べて 4 8倍ほどSIDS
の発生率が高くなってしヽます。
人工乳がSIDSを 起こすもの
ではありませんが母子しのほうが
SIDS防 止に何らかのよい影
響があるようです。

ｎ▼
た
ば
こ
を
や
め
よ
う

０

で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
よ
う

，

あ
お
む
け
屋
で
育
て
よ
う

■
″

ノ

▼

♂
―な
人る
にベ
しく
な赤
いち
で や
ん
を

0
暖
め
す
ぎ
に
気
を
つ
け
よ
う

心

Ｓ

一

こ

と
/、

厚着や布団の性Hサすざを避け、
赤ちゃんが自由に動けるくらい
の衣類、寝具を使用しましょう。
また、掛け布団やタオルは赤ち
ゃんの顔にかからないようにし
ましょう。

広報ゆざわ H13.11.11 (8)
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湯
汎
・イ
、

（‐

ミ
一裁
洩

永
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
安
全
運
動
を
推
進
さ

れ
、
安
全
で
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

た

「湯
沢
町
山
岳
遭
難
救
助
隊

（４２
人

・
武
井
光
伸

隊
長
と

に
南
魚
沼
郡
地
域
安
全
協
会
、
六
日
町
警

察
署
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

左から、師田 保 副隊長と高波 菊男副隊長

１０
月

１５
日

（月
）
、
湯
沢

カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
、
「４
町

リ
レ
ー
合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

桑
原
英
明

氏

（常
磐
大
学
人
間

科
学
部
助
教
授
）
よ
り
講
演
が
あ

り
、
そ
の
後
、
桑
原
氏
と
パ
ネ
リ

ス
ト
に
よ
り
、
合
併

に
よ
る
メ

リ

ッ
ト
、
デ
メ
リ

ッ
ト
等
の
デ
ィ

ス
カ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

蓋
姉

桑
原
英
璃

氏

スナツプ

脳
ド
ッ
ク
検
診
費
助
成
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

湯
沢
町
で
は
、
高
血
糖

・
心
電
図
異

常

生
局
脂
血
症

二
局
血
圧
の
方
が
増
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
脳
卒
中
発
症
の

要
因
と
な
り
、
６４
歳
以
下
の
発
症
は
４

分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。
脳
卒
中
を

起
こ
す
と
痴
呆

・
片
麻
痺

・
歩
行
障
害

な
ど
の
後
遺
症
が
あ
り
、
精
神
的

・
経

済
的
に
も
大
き
な
負
担
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
完
全
に
元
に
戻
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
発
作
を
起
こ
さ
な

い
た
め
の
予
防
が
大
切
で
す
。

町
で
は
住
民
健
診
や
職
場
健
診
等

の
結
果
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方

に
、
脳
の
状
態
を
み
て
お
く
こ
と
で
、

発
症
を
未
然

に
防
げ
る
よ
う
に

「脳

ド

ッ
グ
」
の
検
診
費
の

一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

【対
象
者
】

満
３０
歳
か
ら
開
歳
以
下
の
方
で
、
町

の
健
診

。
人
間
ド

ッ
グ

・
職
場
健
診
等

の
結
果
が

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方

【助
成
額
】

３
３
，
０
０
０
円

【問
い
合
わ
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー

阻
８４

・
３
１
４
９
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指紫指韓歯歯韓識

剖番

ふV】

却ぉ

指

ふ`
'な

業
熟
猟
熊
歯
指
指
指
指
歯
熊
業
業
業
指
指
詣
指
詣
識
キ
紫
業指

預金の保護の範囲が変わります

0万一金融機関が破たんした場合でも、預金者1人当たり、
定期預金等の元本 1,000万 円までとその利息は、来年 4
月以降も保護されます。

●合算して元本 1,000万円までとその利息は、あくまで最
低保障ですので、受け取れるのは、1,000万円だけではあ
りません。

0ま た、当座預金・普通預金等は平成 15年 3月 まで全額
保護されています。

●詳細は、金融機関の窓口にお問い合わせください。

■金融庁
http://www.fsa.go jp/

■預金保険機構
http://剛 .dic.go.」 p/

■金融広報中央委員会
http://www.saveinfo.or.jp/

「花の書ぢ湯:R」 育一千二ング諾演会
～ハーブがあればこんなに楽しい～

今、欧米で最も注目されているのが、おしゃれで実用的な「キッ
チンガーデン」です。これは、ハーブや野菜、草花、果樹などを組
み合わせた家庭菜園で、初心者でもベテランでも心楽しく栽培で

きるのが魅力です。                     |

【期日】 11月 25日 (日 )            .
【時間】年後 1時 30分～4時 (予定)
【会場】湯沢カルチャーセンター 小ホール (入場無料 )
【定員】200名

【申込方法】電話にて受付します。なお、定員になり次第締め切ります。
【講師】広田説子 氏 NHK「趣味の園芸」「趣味悠々」などの講師をはじめ

日本ハーブ界の第一人者として活躍中

【申込・問い合わせ】

帥湯沢町都市施設公社 TEL 84-1511

歯紫紫殊指殊指帝常識識熟業熊指柴指路時指紫韓礫韓業韓熊指紫紫栄時歯帝詣韓韓業識業熊熊指紫

紫熊柴紫詣紫紫指歯時詣詣熊熊詣歯歯時指時詣詣詣指詣指熊熊紫柴紫指柴指指詣熊詣紫紫指熊指指*熟指時詣キ

指
心Vる

ふV4

心攣a

指

!ゝげる

剖金

'ヽ

1'4

キ
世
`

熊
゛A

Ha
ヽ
'ム

指

ど囁

」И

路柴指詣韓韓数紫熊熊指業

ご碑の出し有にも『と一rと白1あとI書す |
～一斗缶の出し方についてヽ   |

0-斗缶含めて 10kg以上のガラス屑等を入れて出す |

のはやめてください。10kgを超えると収集しません。

02、 3個の一斗缶をひもで縛り、指定袋を付けて出すの
はやめてください。必ず指定袋に入れてください。指
定袋に入っていないものは収集しません。

国
道
マ
号

湯
沢
交
差
点
改
良
事
業
完
成
！

冬
期
休
日
に
お
け
る
ス
キ
ー
客
等
に
よ
る
交
通

量
増

加
で
、
湯
沢
Ｉ
Ｃ
交
差
点
を
中
心
と
し
た
著
し
い
交
通

混
雑
を
解
消
す
る
た
め
、
大
字
神
立
地
先
Ｈ
ｋｍ
の
交
差

点
改
良
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
■
月
１９
日

（月
）
の

竣
正
式
が
終
了
次
第
通
常
ど
お
り
通
行
で
き
ま
す
。

ウエー□

点検整備のため、

11月 26日 (月 )～ 12月 3日
(月 )

の間運休します。コマ
クサの湯も

同時休業となります
のでご注意く

ださいo
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湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
１２
月
執
行
予

定
の
湯
沢
町
長
選
挙
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し

ま
す
。
湯
沢
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人

（日
本
国
民
で
あ
り
、
満
２０
歳
以
上
で
引
き
続

き
３
ヵ
月
以
上
湯
沢
町
に
住
所
を
有
す
る
人
）
な

ら
誰
で
も
立
会
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
立
会
人
は
、
何
人
に
も
干
渉
さ
れ
ず
、
独

立
し
た
立
場
か
ら
選
挙
事
務
に
立
会
い
、
選
挙
が

公
正
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
が

仕
事
で
す
。
民
主
主
義
の
原
点
と
い
わ
れ
る
選
挙

と
は
ど
ん
な
も
の
か

一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。【投
票
日

（予
定
こ

‐２
月
２
日

（日
）

【勤
務
時
間
】

午
前
６
時
４５
分
～
午
後
８
時
１５
分

【報
酬
額
】

１
６
，
６
４
０
円

（税
引
き
後
）

昼
食
及
び
夕
食
は
選
挙
管
理
委
員
会
で
用
意

し
ま
す
。
た
だ
し
、
夕
食
は
実
費
負
担
と
な
り
ま

す
。【申
込
】

１１
月
１６
日

（金
）
ま
で
に
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
（郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
可
。
）
申
込
書
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。
電
話
で
の
申
し

込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

【聞
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会

阻
８０

．
６
２
０
９

鵬
８０

．
６
２
１
０

金
融

・
税
金

・
相
続

・
教
育

・

健
康

・
園
芸
な
ど
暮
ら
し
全
般

の

悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
、
専

門
家
が
お
手
紙
で
相
談

に
お
答
え

し
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
根
密
厳
守
で
す
。

相
談
内
容
と
返
信
用
封
筒
同
封

の
上
、
相
談
先

へ
郵
送
し
て
く
だ

大
ヽ
い
。

【
相
談
先
】

〒
９
５
１

１
８
１
１
３

新
潟
市
寄
居
町
３
３
２

１
３
８

労
金
本
店
内

側
新
潟
県
勤
労
若
福
社
厚
生
財

団

「暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
宣
」

砒
０
２
５
ｏ
２
２
８
●
３
４
１
１

（相
談
用
紙
は
、
最
寄
り
の
労
働

金
庫
窓

口
に
あ
り
ま
す
。
）

じ
て
い
ま
す

【内
容
】

児
童
相
談

・
家
庭
児
童
相
談

・

母
子
相
談

・
里
親
相
談

。
身
体
障

害
者
相
談

・
知
的
障
害
者
相
談

・

生
活
保
護
相
談
・帰
人
保
護
相
談
・

子
育
て
相
談
等

【
相
談
時
間
】

平
日
　
午
前
８
時
３０
分
～
工
午

√
＼

午
後
―
時
～
５
時

【聞

い
合
わ
せ
】

六
日
町
地
域
福
社
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

７０

。

２

４

０

０

※
電
話
で
の
相
談
も
行

っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ど
相
談
く
だ
さ

五
日
町
病
院
医
師

※
予
約
制
で
す
の
で
事
前

に
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ

い
。

【聞

い
合
わ
せ
】

保
健
セ
ン
ダ
ー

砒
８４

・
３
１
４
９

暮

気
分
が
沈
ん
で
何
も
し
た
く
な

い
、
夜
眠
れ
な

い
、
お
年
よ
り
の
痴

果
、
不
登
旗
等

の
悩
み
に
専
門
家

が
相
談

に
痣
じ
ま
す
。
気
軽

に
ご

相
談
く
だ
さ

い
。
根
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

【
日
時
】

Ｈ
月
２７
日

（火
）

午
後
２
時
～
４
時

【
会
場
】

保
健
セ
ン
タ
ー

【
相
談
担
当
】

ン
タ
ー

労
働
者
５０
人
未
満
の
事
業
場
の

み
な
さ
ん
を
対
象
に
健
康
相
談
の

ご
案
内
を
し
ま
す
。

※
血
圧
・勤
脈
硬
化
・糖
尿
病
な
ど

で
お
困
り
の
方
。

※
健
康
診
断
の
結
果
が
気
に
な
っ
て

悩
ん
で
い
る
方
。

※
成
人
病
の
予
防
は
何
か
ら
始
め

れ
ば
よ
い
か
？

な
ど
、
相
談
は
無
料
で
す
。
医
師

が
規
切
に
ご
相
談
に
痣
じ
ま
す
。

【場
所
】

角
谷
整
形
外
科
医
院

【
期
日
】

Ｈ
月
２十
日
（本
）

【聞
い
合
わ
せ
】

地
域
産
業
保
健
セ
ン
ダ
ー

砒
７３

・
２
９
２
１

森

富 □
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不
妊
で
悩
ん
で
い
る
夫
婦
、
の

ぼ
せ

・
ほ
て
り
等
の
棄
年
期
症
状

の
気
に
な
る
女
性
を
対
象
に
専
門

医
師
に
よ
る
個
別
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

【
日
時
】

‐２
月
３
日

（月
）

午
後
２
時
～
４
時

【会
場
】

六
日
町
保
健
所

【相
談
担
当
医
師
】

須
藤
　
袴
悦

氏

（六
日
町
病
院
診
療
部
長

・
産
婦

人
科
医
師
）

【申
込
締
切
】

Ｈ
月
３０
日

（金
）

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

六
日
町
保
健
所

地
域
保
健
課

砒
７２

・
２
４
５
７

①

「
シ
ェ
フ
お
す
す
め
の

一
品
」

；
魚

・
肉

・
卵
料
理
～

【
風
時
】

‐２
月
Ｈ
日

（火
）

午
前
９
時
～
工
午

【費
用
】

５
．．
０

０

０
円

【
定
員
】

‐５
名

【
申
込
締
切
】

Ｈ
月‥
３０
日

（金
）

②

「手
打
ち
そ
ば
作
り
」

～
地
場
産
そ
ば
粉
・
山
ご
ぼ
う
・

ふ
の
り
で
作
る
～

【
日
時
】

‐２
月
１３
日

（木
）

午
前
９
時
～
工
午

【費
用
】
　

´

４
．．
０

０

０
円

【
定
員
】

２０
名

【申
込
締
切
】

‐２
月
３
日

（月
）

③

「
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ニ
ュ
ー
」

～

チ

キ

ン

＆

ケ

ー

キ
～

【
日
時
】

‐２
月
１８
日

（火
）

午
前
９
時
～
工
午

【費
用
】

５
，
０

０

０

円

【定
員
】

‐５
名

【申
込
締
切
】

‐２
月
‘７
日

（金
）

【聞

い
合
わ
せ
】

魚
沼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

砒
７２

・
４
５
５
４

朧
７８
】
‐
‐
５
８

毎
年
、
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

る
国
保
「人
間
ド
ッ
ク
」
に
ま
だ
若
〓

子
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
党

診
を
希
望
す
る
方
は
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
，

対
象

と
な
る
の
は
、
今
年
春

に

個
別

に
通
知
さ
れ
て

い
る
方
で
、

ま
だ
申
し
込
み
し
て

い
な

い
方
で

す
。【覚
診
医
療
機
関
】

ゆ
き
ぐ
に
大
わ
総
合
病
院

（予
定
）

【
申
込
締
切
】

Ｈ
月
２０
日

（火
）

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

住
民
課
国
保
年
金
係

砒
８４

・
３
４
５
３

我
員
研
修
の
た
め
、
体
館
と
な

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【期
日
】

Ｈ
月
２８
日

（水
）
・
２９
日

（木
）

【聞
い
合
わ
せ
】

働
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社

砒
８４

・
‐
５
１
１

ご
結
に
お
め
て
と
つ
ご
さ
い
ま
す

１０
月
％
日
　
大
内
　
義
和

さ
ん

（原
）

（田
村
）

典
子

さ
ん

残
貝
）

υメッセージや
　　蜘刺貝倒鰺麒叫欧劇娘一てきました。

１０
月
２５
日

　

高
橋

　
秀
明

さ
ん

（西
中
）

（小
野
）

聖
子

さ
ん

（西
中
）

１１
月
１
日

　

上
田
　
哲
雄

さ
ん

（石
白
）

（中
山
）

佳
織

さ
ん

広
島
市
）

υ

メ

ッ
セ
ー
ジ
υ

　

明
る

い
家
庭
を
作
り
ま
す
。

お
誕
生
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

．

１０
月
１１
日

　

江
畑

　

望
花

さ
ん

（中
子
、
光
雄

・
ひ
と
み
さ
ん
）

１０
月
１９
日

　

角
谷

　

遥
汰

さ
ん

（西
中
、
匡
邦

・
紀
美
子
さ
ん
）

１０
月
２３
日
　

南
雲
　
サ
ワ
子

さ
ん

含
林
、
門
歳
）

１０
月
２７
日
　

高
野

　

サ
ク

さ
ん

０
子
、
９４
歳
）

１０
月
路
日

　

樋
ロ
　
キ
ク
エ
さ
ん

（八
木
沢
、
８６
歳
）

１０
月
２８
日
　

井
ロ
　

キ
ワ

さ
ん

残
貝
、
９‐
歳
）

※
類
収
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

＞

|
ト

こ

申

ま
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